
公的立場から学制改革を実行 日本初の私立総合大学  慶応義塾の創設

この時代は明治維新を挟んだ日本近代最大の動乱期である。江戸幕府が奉じる一国平和主義が崩れ、

新たなリーダーたちが欧米列強に比肩できる近代国家へ、日本をつくり変えようと模索を続けた時代であった。

森と福沢はどちらも自らが優れた社会リーダーであるとともに、新たな社会リーダー創出システムを構築した。

それがこの期を代表する社会リーダーとしてこの2人を取り上げる理由である。

森は初代文部大臣として、帝国大学令、中学校令、小学校令、師範学校令を公布して学制改革を行った。

東京大学を頂点とした近代学校制度のいわば創始者である。一方の福沢は日本初の私立学校、慶応義塾を

創設するとともに、『学問のすすめ』はじめ、多くの啓蒙書を執筆し、実学と自立的精神の重要性を説いた。

いわば官職からの国民教化を図った森に対して、民間からのそれを企図したのが福沢であった。

国民教化の最終目的として、日本の将来を担う社会リーダーの育成が2人の頭の中にあったのは間違いない。

ここでは、その森と福沢の経歴を、時に交錯させながら辿
たど

ってみたい。

参考・引用文献に関しては各期ごとの終わりにまとめて掲げる
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国や藩の枠を超えた広い視野を持ち、
新たなものを認め、

積極的に学ぼうとした 2 人

※  年齢は、数え年で表記しています

1835
 ［天保5］

1歳  1月10日、大坂の
中津藩倉屋敷にて、
藩士、福沢百助の
次男として誕生

1836
 ［天保7］

3歳  父、百助が死去。母子6人で中津に帰る

1847
 ［弘化4］

14歳  漢学を学び始め、たちまち上達する

1854
 ［安政元］

21歳  2月、兄、三之助のすすめで
蘭学の習得を志し、一緒に長崎に向かう

1855
 ［安政 2］

22歳  3月9日、大坂で緒方洪庵の適塾に入門

1857  ［安政4］
24歳  適塾の塾長になる

1858
 ［安政5］

25歳  10月中旬、藩の命を受け、江戸に出て築地
鉄砲洲にあった藩主、奥平家の中屋敷に蘭学
塾を開く。これが後に慶應義塾に発展する

1859
 ［安政6］

26歳  開港場の横浜を見物、蘭学から英学への
転向を決意、独力で習得する

1860
  ［万延元］

27歳  2月4日に品川沖を出帆、太平洋を横断
2月25日にサンフランシスコに着く。サンフラ
ンシスコとその付近に計50日あまり滞在
5月5日、帰国。幕府に翻訳方として雇われる
8月、最初の著訳書『増訂華英通語』刊行

1862
 ［文久2］

29歳  1月1日、遣欧使節に随行し、長崎より欧州
巡遊の旅へ。フランス、イギリス、オランダ、
プロシア、ロシア、ポルトガルなどを歴訪
12月10日、品川に帰着する

1866
 ［慶應2］

33歳  12月、『西洋事情』初編三巻刊行

1867
 ［慶應3］

34歳  1月23日、横浜より、幕府の軍艦受取委
員随員として再度、渡米する
6月26日、帰国、多くの原書を購入してくる

1868
 ［慶應 4］
 ［明治元］

35歳  4月、築地鉄砲洲から芝新銭座に塾を 
転居、塾名を年号により慶應義塾に定める

（明治改元は9月で、それまでは慶應4年だった）

1871
 ［明治4］

38歳  慶應義塾を三田に移す

1872
 ［明治5］

39歳  2月、『学問のすすめ』初編刊行

1847
 ［弘化4］

1歳  7月13日、藩士、森有恕の五男として
薩摩の鹿児島城下に生まれる

1858
 ［安政 5］

12歳  藩校、造士館に入学する

1860
 ［万延元］

14歳  林子平『海国兵談』を読み、洋学を志す

1861
［文久元］

15歳  藩英学者、上野景範の塾に入り、英学を学ぶ

1864
 ［元治元］

18歳  夏、藩の洋学校、開成所に入学し
英語専修生となる

1865
 ［慶應元］

19歳  1月18日、藩の英国留学生に選抜される
3月22日、英船オースタライエン号に乗船し、
羽鳥沖を出帆する
5月28日、英国サウサンプトンに入港、
同夜ロンドンに到着する
8月中旬、ロンドン大学ユニヴァーシティ
カレッジの法文学部に聴講生として入学する

1866
 ［慶應2］

20歳  6月21日、留学生仲間と
ロシア旅行に出発する
8月2日、ロンドンに帰着する

1867
 ［慶應3］

21歳  3月上旬、米国の宗教家トーマス＝
レイク＝ハリスがロンドンに来る
4月8日、留学生仲間と
スコットランドにいたハリスを訪ねる
7月上旬、留学生仲間とともにロンドンを出発し、
米国にあるハリスのコロニーに入る

1868
 ［明治元］

22歳  コロニーで牛の世話、靴磨き、料理、
皿洗いなどの労働に従事する
4月17日、ハリスの勧告により、
帰国を決意、帰途につく
6月、日本に帰国、徴士外国官権判事に任じられる
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Mori

教育熱心な父と
信念を貫く母から受けた影響

　まずは森から始めよう。

　森は 1847（弘化 4）年 7 月 13 日、現在の鹿

児島市で生まれた。父は喜右衛門有
あも

恕
ひろ

といい、薩

摩島津家に仕える武士であった。母は阿
あ

里
さと

といっ

た。父は温厚篤実だが、時に厳しく威厳があり、

母は男勝りで気性の激しい、強い精神力の持ち主

だった。決断力があり、信念を曲げることを嫌っ

たこの母の影響を、森は兄弟中で最も強く受けて

育った。

　森家は豊かとはいえなかったが、父が子どもの

教育に非常に熱心で、潤沢とはいえないその資を

5 人の息子たちの教育に注ぎ込んだ。

　森は幼名を助五郎といい、森家の末子だった。

彼には 4 人の兄がいていずれも秀才だったが、

ことごとく早世している。長兄、喜藤太有
あも

秀
ひで

は幕

末の戦乱で横死、次兄、喜八郎は病没、三兄は

12 歳で病を得てなくなり、4 歳違いで最も年が

近かった四兄の喜三次は、一途な性格から、派閥

抗争の絶えない明治国家の前途を憂い、政府批判

の文書を集議院（政府の議事諮問機関）の門扉に

掲げ、津軽藩邸前で割腹自殺した。こうした優秀

な兄たちの早世が森のその後の生き方に大きな影

響を与えたことは想像に難くない。

「郷中」で叩き込まれた
武士としての基本

　森たち兄弟が最初に属した教育機関は、「郷
ごじゅう

中」

であった。

　ある時、曾我兄弟の仇
あだ

討
うゆ

がテーマになった。母

親が止めるのを振り切って、殺された父の仇
かたゆ

を討

つために敵相手を探し回り、17 年後に本懐を遂

げた兄弟の話である。森は「国には法があるのだ

から、いくら親の仇といっても、自分で手を下す

Column
薩摩藩独自の仕組み、
青少年の教育機関「郷中」とは

　薩摩藩では城下の武士たちを居住地に従って

方
ほう

限
ぎも

というものに分割し、その方限ごとに青少

年を教育する組織を設けていた。これが郷中で

ある。そこでは、青少年を6 ～7歳から13 ～

14歳までの稚
ゆ

児
ご

と、14 ～15歳から22 ～23歳

までの二
に

歳
せ

にわけた。さらに稚児のうち、11

～12歳以下を小
こ

稚
ゆ

児
ご

、それ以上を長
おせ

稚
ゆ

児
ご

と呼

んだ。それぞれ、年長の郷中頭のもとで、学問

と武芸の稽古に励んだのである。一説には、こ

の郷中はイギリスで発達したボーイ・スカウト

のモデルにもなったと言われている。

　小稚児の日課を記すと以下のようであった。

朝6時の鐘の合図とともに、書物の師匠の自宅

を訪ねて素読の指導を受けるところから始ま

る。その後、帰宅して今度は8時から稚児頭の

指揮により、相撲、旗取り、大将防ぎ（取っ組

み合いの戦争ごっこ）などの遊戯を行い、10時

からは教場でもある長稚児の家で書物の復習や

指導を受けた。午後は運動や遊戯をした後、4

時から6時まで、稽古場で二歳から武道の指導

を受けた。

　郷中には構成員（組員）同士が議論を戦わせ

る「詮議」という場があった。それは武士とし

てふさわしい考え方や行動をとっているかを常

に想定しておき、郷中から外に出た際、いかな

る場合においても、武士として落ち度ない行動

がとれるよう、日頃から備えておく場であった。

　具体的には、「武士が2人、刀を抜いて今に

も切り合いが始まりそうな場面に出くわしたら

どうするか」とか、「無二の親友が果物を持参

してきて、2人で食べたところ、食後にその親

友が今の果物は盗品であり、汝も食べて共犯な

のだから他言は無用、と持ちかけられた場合ど

うするか」という状況を設定、その場合の取る

べき行動について、上の者が下の者に問いただ

すのである。武士としてのあるべき行動規範

を、具体的かつ身近なケースを用いて体得させ

る教育方法といえるだろう。
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のはよくない」と、他の大勢とは違う意見を吐い

た。自分より上の長稚児たちに「お前の意見はお

かしい。親の仇を討ってどこが悪い」と言われな

がらも、頑として考えを曲げなかった。主君の仇

を討った義士と賞揚されていた赤穂浪士のことも

「国法を破った犯罪人だ」と喝破した。人の意見

に付和雷同せず、自分が正しいと思ったことは口

に出し、決して曲げないという森の性格はこの頃

からあったようだ。

　郷中をともにする組員とは兄弟のような親密な

交わりを持つようになるのが常だった。同じ郷中

にあって、森が最も影響を受けた先輩は、12 歳

年上の五代友厚である。後に実業家、政商として

名を馳せ、北海道開拓に際して、官有物払下げ事

件の当事者として世間の強い非難を浴びてしまっ

たが、めげずに活動を続け、関西財界の指導的地

位にあった人物である。

　五代は当時の薩摩藩において才助というあだ名

が付けられたほどの秀才で、父親が当時の藩主、

島津斉
なも

彬
あゆら

から預かった世界地図を 2 枚分、こっ

そりと模写してしまい、そのうちの 1 枚をもと

に直径 60 センチほどの地球儀をつくりあげた

ことがあった。森はこの五代から、日本がいかに

ちっぽけな存在であるかを何度も聞かされたに違

いない。

「造士館」で学んだ儒教と武道

　郷中に属しながら、森は 1858 （安政 5）年、

12 歳の時に薩摩藩の藩校、造
ぞう

士
し

館
かん

に入る。

　藩校とは江戸時代に諸藩が設けた、藩士やその

子弟の教育機関で、その総数は 255 校あったと

言われる。その形態や教育内容は藩によってまち

まちであったが、そこで教えられたのは基本的に

儒学と武道であった。

　

　造士館を創設したのは薩摩藩第8代藩主、島

津重
しげ

豪
ひで

である。それまで藩内各地で行われてい

た学問伝授と武道教育を統合する目的で、

1722（享保7）年、学問の修行所として造士館

を、武道の練習所として演武館を創設した。

　生徒の対象年齢は8歳から22歳であり、テ

キストは四書（論語、孟子、大学、中庸）およ

び五経（易経、書経、詩経、春秋、礼記）といっ

た儒教古典と、和文あるいは漢文で書かれた歴

史書であった。

　開校と同時に、重豪は次のような学規（教育

方針）を示した。

一、 講書は四書・五経・小学・近思録等の書を用い、
註解は程

てい
朱
しゅ
の説を主とし、妄

みだ
りに異説を雑へ論

ずべからず。読書は経伝より歴史百家の書に至
るべし。尤も不正の書を読むべからず。

一、 専ら礼儀を正しくして学業を勤め、妄りに戯言
戯動すべからず。

一、 疑は互いに問難すべし。専らその言を譲り我意
を捨て人に従ふべし。

一、 古道を論じ古人を議して、当時の事を是非すべ
からず。

一、 才学長ずる者あらば誉め進むべし。忌み悪
にく
むこ

とあるべからず。
一、 末々の者たりとも、学文に志厚き者は講義の席
に加ふべし。

一、 入学の輩は字紙を惜しみ、火
か
燭
しょく
を慎むべし。

　最初の項にある程朱とは、宋の著名な朱子学

者3名（程
てい

顥
こう

、程
てい

頤
い

、朱
しゅ

熹
ゆ

）の名前であり、彼ら

の学説以外の解釈は認めないというのである。

学問の自由がない、厳しい儒教学校といった趣

である。

　後に、造士館はその運営方針を巡って、深刻

な争いの場となった。朱子学偏重を廃し、実学

重視へ舵
かじ

を切ろうとした一派があり、当時は隠

居していたものの、相も変わらず藩政の実力者

であった重豪の逆鱗に触れ、その動きを仕切っ

Column
薩摩藩校「造士館」と名君、島津斉彬

近代日本の礎石となる
人材育成の仕組みをつくった社会リーダー

第Ⅰ期　欧米へのキャッチアップが至上命題だった時期

4



森の目を海外に向けさせた『海国兵談』

　森はこの造士館で、川上八郎左衛門という武士

から天真流武術を、長兄の喜藤太からは漢学を

習った。造士館に入り 2 年が経った 14 歳の時、

すぐ上の兄、喜三次の義父にあたる向井新兵衛に

勧められて、林子平が著した『海国兵談』を手に

する。林は仙台藩の兵学者であり、同書はロシア

船の南下に際し、日本の沿岸防衛の必要性と具体

的な戦術ならびに兵器について書かれた画期的書

物だったが、幕府により絶版処分となっていた。

この禁書を読破した森は海外事情を学ぶ必要性を

痛感、洋学修行を志とする。海外に向かう目を森

に与える大きなきっかけとなったのがこの書物で

あった。

　1864（元治元）年 6 月、薩摩藩が開成所とい

う洋学校をつくった。前年 6 月に起こった薩英

戦争でイギリスに完敗、洋式の軍制整備と軍事力

強化の必要性を思い知ったからである。戦争の

きっかけとなったのは、藩主、島津忠義の父で、

実質的な藩の実権力者、島津久光が江戸から帰国

する際、その行列を横切ろうとしたイギリス人 4

名を無礼であるとして伴の侍が殺傷した、いわゆ

る生麦事件であった。

　薩英戦争時、森の兄、喜藤太も戦闘に参加、そ

の働きが評価され、戦後に褒賞を受けている。森

はその兄から、イギリス軍の強さを強く聞かされ

たに違いない。

　森はその年の夏、造士館からこの開成所に勉学

の場を移した。

　そこで教えられたのは、砲術、兵法、操練、築

城といった軍事学が中心だったが、天文、地理、

数学、物理、医学などを専攻するコースもあった。

生徒は習得する科目ごとに第一等から第三等まで

分けられ、給料も支給された。森は第二等だった。

教えられた語学は英語とオランダ語であったが、

当時は蘭学の全盛期であり、圧倒的にオランダ語

た者13名は切腹、25名が遠流、寺入り42名、

逼塞23名という厳しい処分が下された。

　時代の変化に即応できない藩校のこうした性

格を改めたのが、開明的藩主と言われる11代、

島津斉彬であった。彼は「造士館演武館の事に

関する訓諭」で以下のように述べている。

　誠に今日の世は以前よりの儒者流のみの見込にて
は時態に適せざるなり。弘

ひろ
く宇

う
内
だい
に眼を注がざれ

ば、国政をなすこと能
あた
はざる場に変じ、外国の通信

も允
ゆる
し弘く世界に交通すべき時となりたり。就いて

は国体を立て彼の長所を探り我短拙を補ひ、武備を
厳にし、船舶の便をよくし、外国に乗り出して交は
るやうに国威を張るを第一とす。然

しか
るときは、自ら

皇威万国に輝くべし。かかる目的にて学問を弘くし
教えの基を立てんとの所有なり

　1853〈嘉永6〉年のペリー来航後、江戸幕府

が開国に向けて動き出すなかで、従来の儒者流

の思考行動様式では時代に取り残されてしまう

と、その転換の必要性を述べている。しかも彼

の念頭にあったのは、薩摩一藩のみではなく、

日本全体を視野に入れた人材育成であり、まさ

に名君の呼び名にふさわしいリーダーであっ

た。

　斉彬はたびたび造士館を視察し、抜き打ち的

な試験も行った。成績優秀者には賞を与え、近

習役に抜擢したりした。家が貧しくて学費が払

えない者には稽古扶持として米四石を与えると

いう奨学金制度も創設している。

　ただ、森が造士館に入学した年の7月、この

斉彬が赤痢のために急死する。藩内は旧藩主の

斉興らを中心とした守旧派が再び勢力を盛り返

した。
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Fukuzawa

専修生が多かった。

　森は少数派の英語専修生だった。森は 1861（文

久元）年、弱冠 15 歳の時、3 年年上の英学者、

上野景
かげ

範
のも

の門を叩き、英語を教えてもらっていた。

それが、数少ない英語専修生のグループに属する

ことになった要因だった。そのことが森の運命を

大きく変えていく。

藩で選抜され、イギリスへ留学

　同じ年の 11 月、薩摩藩は幕府に対抗し、多数

の留学生の海外派遣を検討し始めた。その建策を

行った一人が、森の郷中での先輩、五代友厚であっ

た。五代は薩英戦争の折、西洋文明の実際を知る

ために自発的に敵の捕虜となる。その行動が藩や

幕府の役人に怪しまれることとなり、指名手配と

なっていた。方々を逃げ回り、ようやく長崎のイ

ギリス商人、トーマス・グラバーの屋敷にかくま

われた。ここでそのグラバーと昵懇になり、国際

情勢を事細かに聞き及んだ。五代の建策は、それ

をもとに、攘夷論を現実性のない盲論として退け、

開国による貿易振興策による富国強兵策を説く内

容であり、具体策として挙げられたのが、上海貿

易振興論と人材養成のための海外留学生派遣策の

2 つであった。薩摩藩当局はこのプランに大きな

興味を示した。

　留学生派遣が正式に決まったのは 1865（慶應

元）年正月のことである。行き先はイギリスであ

る。その目的は、西洋の文化および技術、なかん

ずく海軍学の習得と対英親善であった。

　総員はお目付け役の五代ら含め 19 名で、その

中の一人に 19 歳の森がいた。五代の推挙もあっ

ただろうが、開成所での真面目な勉強ぶりはもち

ろん、物おじしない性格も評価の対象であっただ

ろうし、何より数少ない英語専攻だったことが大

きかった。森に課せられた使命は、その英語力を

生かして、イギリス海軍の測量術と機関術を習得

することであり、帰国後は海軍における勤務が目

されていた。当時、幕府によって海外渡航は禁止

されていたから、全員分の偽名も用意された。

　その年の 3 月 22 日、19 名を乗せた英船オー

スタライエン号が薩摩の羽鳥沖を出帆、一路、イ

ギリスのサウサンプトンに向かったのだった。

「門閥制度は親の仇」が
原動力

　早くから将来を嘱望され、郷中→造士館→開成

所→英国留学と、当時の薩摩藩におけるエリート

養成の典型的コースを順調に辿っていった森に対

して、福沢諭吉は振れ幅のある、もう少し複雑な

キャリアを辿っている。

　福沢は 1835（天保 5）年 1 月 10 日、現在の

大阪市で生まれた。父、百助は豊前中津藩の下級

武士であったが、当時は大坂にある藩の蔵屋敷詰

めの身分であった。母は同藩武士の娘で、お順と

いった。

　百助は中津から大坂に配送される米を抵当にし

て、三井、鴻池といった大坂の富商から金を借り、

藩の財政に融通するという重要な役割を担ってい

た。いわゆる藩債の発行業務である。ところが百

助は生来、学問好きで、こうした「俗事」に携わ

ることに内心、忸
じふじ

怩たる思いを抱いていた。本の

虫でもあり、蔵書家としても知られ、本当は学者

になりたかったようである。廉直で一本気な性格

で、ある時、福沢の兄や姉が掛け算の九九を習っ

てきて家で暗唱しているのを聞くと、「幼少の子

に金勘定のことを教えるとは何事だ。そんなとこ

ろに大事な子はやれぬ」と息巻き、子どもたちを

連れ帰ったという。

　百助は福沢諭吉の誕生をひどく喜び、「これは

いい子だ。10 歳になったら、寺に預けて坊主に

しよう」と妻、つまり諭吉の母に繰り返し語って

いた。その理由をのちに福沢自身が推測している。
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足軽の家に生まれたら足軽、家老の家に生まれた

ら家老、というように、職業と身分がきっちり固

定していた当時、わずかに寺の坊主のみは卑賤の

ものでも、将来、大きく名を上げる可能性が残さ

れていたからだ、というのである。

　福沢は奇しくも森と同じく 5 人兄弟の末子だっ

たが、1 歳半の時、この父を亡くしている。45

歳の若さであった。そのため、福沢には父の記憶

がほとんどない。

　その死はまことに突然だったので、部下の失敗

をかぶって自殺したという説もある。後に福沢が

「門閥制度は親の仇」と繰り返し述べたのも、身

分固定制の中で苦しみ、いくら優秀であっても自

分の思うとおりの生き方や仕事がままならなかっ

た父への同情から来ているのかもしれない。

　母はやかましい父とは対照的に、さっぱりとし

た大らかな人柄で、慈悲深い女性でもあった。

学問への目覚めは遅く
地元塾で儒学を徹底的に学ぶ

　福沢が読書に目覚めたのは 14、15 歳のころ

だった。幼くして父を亡くしたため、教育が行き

届かず、それまでは「いろは」くらいしか学んで

いなかったのだ。

　その頃に地元の塾に通うようになり、生まれつ

きの才能があったのか、漢書の理解に関しては時

に先生を凌
しの

ぐくらいだった。いくつかの塾を転々

としたが、そのうち最も長く 4、5 年通ったのが

白石常人という学者の塾であった。そこでもっぱ

ら読まされたのは、論語、孟子、詩経、書経といっ

た儒学の経書である。そこから、蒙求、世説、春

秋左伝、戦国策、老子、荘子などについての講義

を聴いた。

　なかでも没頭して読み込んだ書物が中国・春秋

時代の歴史を描いた春秋左伝である。全 15 巻あ

るうち、3、4 巻目で挫折してしまう学生が多かっ

たが、福沢は通読し、さらに 11 回も読み返し、

興味を惹かれる箇所は暗記していた。

　後に儒学を激しく攻撃し、洋学の信奉者となる

福沢だが、少年時代にこれだけ儒学を深く学んだ

ことも大きく影響していたに違いない。ある思想

の根本的批判は、その中に深く入り込んだ者しか

できないからである。

外に出たい！という野心と
一心不乱に学んだ蘭学

　福沢の運命が大きく変わったのは、8 歳違いの

長兄、三之助により、長崎行きを誘われたことで

あった。1854（安政元）年 2 月のことで、福沢

は 21 歳であった。

　その前年の 6 月、アメリカの提督ペリーが黒船

4 隻を率いて神奈川の浦賀沖に来航し、日本に開

国を迫るという事件が起きていた。その動きは、

万が一に備えて、日本中の各藩に砲術習得の必要

性を痛感せしめた。砲術を学ぶとなると、当時は

鎖国をしていたので、西洋への唯一の窓口だった

オランダに頼るしかない。そのためには、オラン

ダ語の原書を読む必要があるというわけだった。

　「貴様は原書を読む気はあるか」と尋ねた兄に

対して、福沢はこう答えた。

　「人の読むものなら横文字でも何でも読みま

しょう」

　福沢はこの時まで原書の何たるかも、横文字の

中身も何もわかっていなかった。田舎の中津で一

生を暮らすことがいやでたまらず、そこを出る口

実があれば何でもよかったようである。

　特に遊学費用があったわけでもなく、とにかく

長崎では働いて自活するつもりで、所用があった

兄と一緒に中津を旅立ち、長崎に入った。同地で

は中津藩の元家老の息子、奥平壱
い

岐
ゆ

が、同じよう

に砲術研究のために寺に仮住まいしていることを

知り、そこに転がり込んだ。

　この奥平の世話で、山本物次郎という砲術家の

家に食客として住み込む一方、薩摩藩から長崎に
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派遣されていた松崎鼎
てい

甫
ほ

という武士からアルファ

ベットを教わる。26 文字を覚えるのに丸々 3 日

もかかったという。それからオランダ語を解する

日本人を訪ねては、教授を願い出るなどして、一

心不乱に学んだ。

　そのうち、同じ洋学を学ぶ仲間たちの間でも一

目置かれるほどの実力を蓄えるようになったが、

思わぬ裏切りに遭う。福沢の盛名が華々しいのを

妬んだ奥平壱岐が元家老の父に「福沢の母が病気

だ」と訴え、それを信じた元家老が「母の病を機

に中津に帰国すべし」と福沢に命令してきたので

ある。福沢は自分のいとこから、母が病にかかっ

たというのは虚偽であることを知らされていた

が、ここで争っても仕方がない、この嫌がらせを

きっかけに、かねて行きたかった江戸に行こう、

と長崎をあとにした。長崎でのオランダ語修業は

ちょうど 1 年で終わった。

適塾、そして緒方洪庵との出会い

　ただし、江戸に行くといってもあてがあったわ

けではない。ちょうど長崎の蘭学仲間に江戸から

来ていた岡部同直という者がいて、父が日本橋の

開業医だという。その岡部に頼み込んで父への紹

介状を書いてもらった。

　中津へ帰る商人と途中まで一緒だったが、理由

を話して諫早で別れ、ひとまず大坂へ向かう。そ

こには兄の三之助がかつての父と同じ仕事につ

き、同じ蔵屋敷に住んでいた。

　兄に江戸行きを相談するものの、「お前はそも

そも中津に帰るはずで長崎を出たのではないか、

ここで諾といえば、俺とお前とで母を騙すことに

なる」と頷いてくれない。蘭学ならば、大坂でも

できるはずだ、と兄がわざわざ探してきたのが緒

方洪庵の適塾であった。結局、福沢はこの適塾に

入門する。1855（安政 2）年 3 月 9 日のことで

ある。

　江戸時代には森が学んだ造士館が武士を対象に

　緒方洪庵は1810（文化7）年、現在の岡山市

に生まれた。福沢より24歳年長である。足守

藩に属する藩士の三男である。父である源左衛

門が大坂蔵屋敷の留守居役を命じられ、16歳

の洪庵とともに大坂に出てきたのが転機となっ

た。同地で最初は文武の修行を志したものの、

虚弱だったため思うような修行ができず、西洋

医学を奉ずる蘭学医、中
なか

天
てん

游
ゆう

の私塾、思
し

々
し

斎
さい

塾
じゅふ

に入り、弟子になった。

　緒方が適塾を開設したのが1838（天保9）年

のことである。当時は医師志望者を集めた医塾

という位置付けだったが、ある出来事を契機に

その性格が大きく変質する。出来事とは、ペ

リー来航であった。

　緒方がある人に書いた手紙には、彼はそれを

「天下の一大事」とし、自分のような「蛆
うじ

虫同然」

の低い身分の者でもできることがあるはずだと

考え、病気を治す医師を育てることを一時取り

やめ、書生を教え導き、時代が必要とする西洋

学者を育てることを自分の任務にしたい、と

Column
緒方洪庵と適塾

した官立学校であるのに対し、武士以外の人たち

にも門戸を開いたのが私塾である。その数を算定

することは難しいが、約 1000 校あったものと推

定されている。そこで教えられていたのは儒学諸

派から国学、医学、蘭学など非常に幅広かった。

私塾は、幕府や藩などの制度によるものではな

く、自由に開設されたものであり、藩校や寺子屋

と違って身分上の差別も少なく、多くは武士も庶

民もともに学んだ。特に幕末の私塾は、近代日本

の学校の一つの源流をなしている。

　藩校との最大の違いは、私塾においては創設（代

表）者の人格および、その人格と不可分の学問に

触れるという点である。私塾に学ぶ者と代表者の

間には親密な師弟関係が成立するケースが多い。

緒方洪庵の適塾は幕末を代表する私塾であった。
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いことだ。自分たちの仲間に限って斯
こん

様なことがで

きる、貧乏をしても難渋をしても、粗衣粗食、一間

看る影もない貧書生でありながら、智力思想の活発

高尚なることは王侯貴人も眼下に見下すという気位

で、ただ六
むつ

かしければ面白い、苦中有楽、苦即楽と

いう境遇であったと思われる。たとえばこの薬は何

に利くか知らぬけれども、自分たちより外にこんな

苦い薬を能
よ

く呑む者はなかろうという見識で、病の

在るところも問わずに、ただ苦ければもっと呑んで

やるというくらいの血気であったに違いはない

　福沢はそれまで蔵屋敷から通っていたのをや

め、1855 年 3 月に内塾生となり、翌年には塾長

となった。ただし、塾長といっても特権が付与さ

れるわけでもなし、難解な原書を会読する際に会

頭を務めるくらいのものであった。

　福沢はこの適塾に 22 歳から 25 歳にいたるま

での3年数カ月在籍した。洪庵とは互いに親しみ、

慈しみあう関係となり、洪庵はわが子のように福

沢に接し、福沢は洪庵を父のように慕い尊敬した。

早くに父を亡くした福沢にとって本当の父親のよ

うに感じられたに違いない。

藩お抱えの蘭学士として江戸へ

　1858（安政 5）年、福沢は所属する中津藩よ

り命じられ、江戸に出て蘭学教授を務めることに

なった。25 歳の時である。初めて蘭学に接した

のが 1954（安政元）年、それから長崎で 1 年弱、

大坂で 4 年弱、計丸 5 年の歳月を蘭学修行に費

やしてきた。その名が故郷の中津藩にも知られる

ようになり、蘭学研究に熱心だった藩の上層部が、

他藩の者よりは、自藩の優秀な者を師とするに如

くはない、と考えたのだろう。

　いったん大坂から中津に帰り、母に別れを告げ

ると一路、江戸へ向かった。江戸に着いたのは

1858（安政5）年10月中ごろのことである。早速、

築地鉄砲洲の中津藩奥平家の中屋敷内に長屋の一

軒家を与えられた。現在の中央区明石町、聖路加

徹底した実力主義のもと
昼夜分かたず学ぶ日々

　適塾の塾生は本当によく勉強した。福沢いわく、

病気をして初めて枕がないのに気付いたくらい

で、毎夜枕を下に眠ったことがなかった。昼夜分

かたず本を読む。眠くなると机の上に突っ伏して

束の間の睡眠をとるか、床の間を枕に眠るかして、

布団を敷いて枕を置いて眠ることはただの一度も

したことがないと福沢は自伝に記している。これ

が例外ではなく、塾生皆がそうだったというので

ある。もちろん一方で、塾生は石部金吉ばかりで

はなく、遊びの面では相当のやんちゃぶりを発揮

したようである。

　後に福沢は当時の適塾生の心中を『福翁自伝』

でこう吐露している。

　西洋日進の書を読むことは日本国中の人に出来な

あった。

　1854（安政元）年時点で、適塾の塾生は100

名を超えていた。入る際の試験はなかったが、

身元引受人が必要であった。月謝は不要とされ

たが、年に数回の節句に塾生が塾側に謝礼を贈

ることが多かった。

　適塾での代表的な授業カリキュラムは「輪
もん

講
こう

」であった。塾生を8級にわけて、級ごとに

月6回の定例日を決める。その定例日には、籤
ふじ

で席順が決められる。首席者が数行の原書を翻

訳してその内容を説明すると、次の席の者が質

問をして議論を広げる。

　このやり方で、全員に行き渡るまで、講義と

質問を繰り返す。質問とそれに関する議論に関

して、塾頭や塾監などがその勝敗を判定した。

勝った者には白丸、負けた者には黒丸、自らの

分担箇所を錯誤なく読了し終えた者には白い三

角が与えられ、その数を毎月集計、白丸が多い

者を上席とし、上席を3カ月維持できた者を上

の級に進ませるという仕組みであった。
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Mori

国際病院がある辺りである。ここが福沢を塾頭と

した中津藩立の蘭学塾誕生の地であり、同時に慶

應義塾大学の源流点でもあった。

蘭学から英学へ潔く転進
咸
かん

臨
りん

丸
まる

でサンフランシスコへ

　さて翌年のことである。福沢は横浜に出かけた。

当時の横浜は、ペリーの来航を契機とした日米和

親条約に引き続いて締結された安政五か国条約に

よって、アメリカを筆頭としたオランダ、ロシア、

イギリス、フランスの五か国に対して開かれた港

になっていた。蘭学を講じるからには、外に向かっ

て開かれた最先端の地を見ておくべきだ。そこを

見物して、自らの語学力を試そうとしたのである。

といっても、当時の横浜は外国人が粗末な家に住

み、店をちらほら出しているだけであった。

　ところが出かけてはみたものの、言葉がまるで

通じない。向こうの言うこともわからなければ、

こちらの言葉も理解されない。店の看板も読めな

ければ、購入したビンの貼り紙もわからない。オ

ランダ語ではないとしたら、英語かフランス語だ

ろう。それすらも定かではなかったが、当時言わ

れていたことから想像するに、おそらく英語で

あった。

　福沢は江戸に帰ると大いに落胆してしまった。

当然だろう、今まで死に物狂いで蘭学、すなわち

オランダ語の習得に励んできたところ、それが何

の役にも立たなくなる可能性が生じたのだから。

　だが、福沢は前を向いた。ここが彼のすごいと

ころだが、一書生に戻り、オランダ語に代わっ

て、英語を一から習得することに決めたのである。

26 歳の時であった。藩に嘆願し、蘭英対訳の発

音記号付きの高価な辞書を買ってもらい、昼夜分

かたず、勉強を始めた。

　福沢がオランダ語の代わりに英語を学び始めた

その頃、幕府は、オランダに注文して建造した咸

臨丸という軍艦をアメリカに派遣することを決め

た。日米修好通商条約批准のため、使節をワシン

トンに送らなければならなかった。その使節らは

アメリカが迎えによこしたポータハン号で行くこ

とが決まっていたが、それとは別に使節警護の目

的で、幕府所有の軍艦を一隻、同行させようとい

うわけであった。

　福沢はこのことを耳に入れると、いてもたって

もいられなくなり、一行に加われるよう、各所を

奔走した。

　一行の司令官に任命された木村摂津守喜毅の姉

は、著名な蘭学医の桂川甫
ほ

周
しゅう

の嫁であった。福沢

は桂川とは昵懇であったので、彼を通じて木村と

会い、木村の従者の一人という名目で、渡米でき

ることになったのである。

　咸臨丸は 1860（万延元）年 2 月 4 日に品川沖

を出帆、太平洋を横断し、2 月 25 日にサンフラ

ンシスコに着いた。

　こうして、森、福沢ともに、当時の日本にとっ

ては見習うべき超先進国であった欧米を実地に見

る機会が与えられたのである。

文明を取り入れる前にまず
人間の改革を

　時代を少し遡ることになるが、森の足跡に戻ろ

う。

　森ら薩摩藩の留学生一行は 1865（慶應元）年

5 月 28 日の明け方、イギリスのサウサンプトン

に到着する。10 月には自然、社会、人文の近代

諸科学を講じるロンドン大学に入学することに

なっていた。最初は留学生たちは同じアパートで

起居をともにし、後には一般家庭に分散して住み、

英語の勉強に精を出した。

　森がロンドンにおいて、さまざまな人たちとの

交流を通じ、そしてロンドン大学で学びながら実

感したのは、まず国際社会が力によって支配され
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ているという冷厳な現実であった。その力の源泉

は見るところ、工業と貿易であった。にもかかわ

らず、日本人はその実態を知らず、三百諸藩に分

かれ、攘夷か否かを巡って争っている。森にとっ

て当時の日本の様子は、コップの中で嵐が湧き起

こっているように思えたのではないか。

　そうした日本の混乱を収めるには西洋の軍事や

科学技術を取り入れるだけでは不十分であって、

前提として人間そのものの改革が必要だ。森はこ

う悟るに至った。森ら一行は藩の近代化を期して

軍事学を修めに来たわけだが、森の思考はいつし

か藩という枠組みを超え、日本という国を憂うよ

うになっていた。周回遅れの日本が発展を遂げる

ためには、西洋近代文明摂取の前に、それをつく

り出した人材の育成法を探ることが大切であり、

自分はそのために海を渡って来たのだ、と考える

ようになっていたのである。

　渡英 2 年目の夏、森はもう 1 人の留学生仲間と、

大学の夏季休暇を使って、ロシアへの旅行を敢行

する。1866（慶應 2）年 8 月のことである。同

じ仲間の中では、アメリカやフランスに渡った者

もいた。

日本が模範とすべき国は？
まずはロシアを実地検分

　なぜロシアだったのか。実はロシアに対しては、

森は英米仏ほどの親近感を抱いていなかった。当

時、ロシアは日本からも世界に冠たる「強国」と

見られていたが、それは寒冷地という地理的条件

によって敵の侵入を防いでいるのに過ぎないこ

と、その強たる所
ゆえん

以は、その頃、ロシアが引き起

こしたポーランド、スウェーデンおよび日本の対

馬における侵略的行為に象徴的なように、国際的

同義の欠如にあると考えていた。しかもツァーリ

（皇帝）が頂点に君臨し、国民は彼を「神」と崇

めている。

　対照的なのはアメリカであった。新興国ではあ

るが、政治は民主的で公明正大に行われている。

ロシアとの違いは何より他国を侵略した歴史を持

たないということであった。

　森はロンドンにおいて、国際的同義と民主政体

の有無によって国家の優劣を判断し、日本が模範

とすべき国を見定めようという認識に至ってい

た。そのためにまずはロシア、1 年後にはアメリ

カを実地検分しようと考えたのだ。

　果たして、ロシアの実態は森の仮説どおりで

あった。彼はロシアの第一印象として、専制君主、

つまりツァーリの権力の強さをまず実感しつつ、

農奴解放令を出すなど、開明的要素も濃かった当

時のツァーリ、アレクサンドル二世の政治を善政

だとして評価した。その一方で、わが蝦夷地（北

海道）まで触手を伸ばそうとするロシアの領土的

野心も確認し、約 1 カ月の旅を終え、イギリス

に無事、帰国した。

「世界再生」を目指す
神秘宗教家との出会い

　ロンドンで留学生仲間と再会した森は、アメ

リカに行った 2 人の仲間から興味深い話を聞く。

彼らはニューヨーク州にあったトーマス＝レイク

＝ハリスなる神秘宗教家が主宰する「新生社」と

いわれたコロニーでひと夏を過ごしたのだ。そこ

では厳しい規律のもとで、自己否定を行い、無報

酬の激しい肉体労働を通じて、キリスト教の神に

近づき、新たな人間を作り上げるための活動が行

われていた。西洋文明に大きな信頼を寄せ始めて

いた森にとってそれは大きな衝撃であった。西洋

にあって、西洋の限界―文明というきれいな “ 衣 ”

の下に弱肉強食という貪
どん

婪
らん

な “ 本性 ” をもつ―を

乗り越えようとする思想と実践、それをハリスと

そのコロニーに見たのである。

　翌 1867（慶應 3）年 3 月、そのハリスがロン

ドンにやって来た。パリで行われていた万国博覧

会見物の帰途、書籍出版の交渉ごとがあり立ち
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寄ったというが、それは名目上の理由で、前年に

自分のコロニーを訪れた 2 人の留学生以外のメ

ンバーにも会い、世界の再生を目指す彼にとって

大きな関心事であった「日本再生プログラム」に

ついて具体策を検討することが本当の目的だっ

た。雄々しくて雄弁、知性に溢れたカリスマ的人

物であったハリスに森は初対面から大いに魅せら

れた。今度は森をはじめとした 6 人の留学生た

ちがアメリカにあるハリスのコロニーに向けて旅

立ったのが、その年の 7 月上旬のことである。

　ハリスのコロニーはニューヨークから北へ120

キロほど行ったアメニアという町にあった。そこ

では農耕、わけても葡萄栽培が無償の労働奉仕と

して行われていた。私有財産は否定され、ハリス

が全財産を掌握していた。

　6 人はコロニーに着くと、既にいた 30 人強ほ

どのアメリカ人メンバーと同じく、さっそく激し

い肉体労働に従事した。森は炊事、洗濯、パン焼

きなど、厨房関係を任された。森は喜んでそうし

た労働に従事した。空いている時間は日本でも使

えそうな教科書の収集につとめた。後の教育行政

者、森の姿がそこにはあった。森にとって家事肉

体労働が自分をつくり変えるための活動であった

としたら、そうした知的活動は国家をつくり変え

るためのものであった。

「新生社」スピリットを発揮すべく
日本へ帰国

　同じ頃、祖国日本では歴史の歯車が大きく動き

始めていた。1868（慶應 4）年 1 月 3 日、王政

復古の大号令が発され、徳川による武家政治が終

わりを告げ、天皇親政の世になったのである。明

治維新である。この驚天動地のニュースを耳にし

た留学生たちは動揺した。人間改良による漸進的

な日本再生計画をハリスが練っていたところ、そ

うではない上からの根本改革が成ってしまったの

だから。

　日米もし戦えば、という議論が留学生の間で巻

き起こった。中立で見守る、日本に味方してアメ

リカと戦うなど、議論が百出。ハリスに意見を求

めたところ、「国家のためではなく、神の名にお

いて正義のために戦うべきだ」という答えが返っ

てきた。王政復古により国家意識に目覚めていた

留学生らはこれに納得できず、一部がコロニーか

ら去った。森は去らなかった。ハリスの教えを純

粋に信じていたからだ。残ったのは森をはじめと

した 4 人だった。が、ハリスが森ともう 1 人に

帰国命令を出す。これまでに身につけた新生社ス

ピリットを日本で発揮したほうが彼らのためにも

なる、と考えたのだろうか。両名ともその命令を

受け入れた。森らがアメリカに残留していた同志

7 名にあてた告別の一書はこうであった（原文は

英文）。

　知識も乏しく、その上、今日の祖国の情勢につい

て全く何も知らないわれわれであることは、充分承

知している。言うに足るほどの寄与をなしうる見通

しはほとんどないが、われわれは帰り、そして動乱

と暗黒の真ただ中に身を投じることを決意した。そ

れは、われわれがそうすべきだと感じたからである。

王国の回復されるための最も小さな犠牲にでもな

れれば、われわれは非常に嬉しく、また充分満足

である

　森らが帰国したのは 1868（慶應 4）年 6 月の

ことである。22歳であった。森の研究者、I.P.ホー

ルは 3 年間にわたった森の留学を次のように意

味づけている。

　1 年目は正しく、合理的にかつ人道にかなって組

織された繁栄した近代社会の理想像を森にもたらし

た。2 年目はとくに世界政治をよりリアリスティッ

クに見る力をもたらした。そして 3 年目は傾向とし

てきわめて道徳主義的な公私の問題への手がかりを

もたらした

　もう少し噛み砕いて言えば、1 年目は彼我と比

べた社会のありよう、2 年目はその上にある国際

政治へと関心が移り、最後には人間そのものの改
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Fukuzawa

Mori & 

　Fukuzawa

革という最も深遠な問題へと興味関心を移して

いったのである。

維新前後に
三度の洋行を果たす

　一方、サンフランシスコに着いた福沢のほう

は 50 日あまりと滞在期間も限られ、現地の大学

に入ったわけでもないので、森ほどのダイナミッ

クな体験はしていない。年齢が 27 歳と、森に比

べ、9 歳年上だったことが影響しているかもしれ

ない。

　ただ、アメリカ人と会話し、高層家屋やガス灯

が立ち並ぶ街の風景をはじめ、書物でのみ知って

いた西洋の文物に直
じか

に接したことは、机上の学問

を実学に転じさせるまたとない機会だった。

　が、福沢にとっては、見ればわかる、そうした

文物よりも、目に見えない社会の仕組みのほうが

複雑怪奇であった。初代大統領ワシントンの子孫

といえば、大変な権勢家だと想像したが、あには

からんや、そんなことはないようだ。政治の仕組

みも経済の仕組みも日本とは大きく違っているよ

うであった。

　結局、アメリカ滞在 2 カ月足らずで帰国の途

に着いた。サンフランシスコを発ったのが 1860

（万延元）年 3 月 19 日、浦賀に戻ってきたのが

5 月 5 日であった。持ち帰った大切な土産品が

ウェブスターの辞書であった。

　福沢は帰国すると幕府の外国方（今の外務省）

に雇われ、翻訳の仕事に就き、それがまた自身の

英語力を亢
こう

進
しん

させることにつながった。

　これを含め、明治維新が起こるまでの 10 年足

らずの間に、福沢は三度も洋行の機会を得た。二

度目は日本政府の遣欧使節に同行しての欧州行き

であり、フランス、イギリス、オランダ、プロシ

ア、ロシア、ポルトガルを歴訪する 1 年がかり

の大旅行であった。福沢は幕府の役人としてこれ

に随行した。1862（文久 2）年元旦に長崎を発ち、

地球を周回して品川に戻ったのがその年の 12 月

10 日であった。

　三度目、幕府の軍艦受取委員の随員として再び

アメリカに向かった。1867（慶應 3）年 1 月 23

日のことだ。大政奉還をその年の 10 月に控えた

その時期、幕府の命運は風前の灯となっていた。

福沢もそれまでは何とか幕府を盛り立てようとし

ていたが、頼りないことこのうえない。半ば匙
さじ

を

投げ、諦めていたその時期になぜ幕府の船に乗り

アメリカに向かったのか。実は福沢にはたくらみ

があった。幕府が倒れた後、自分の期する文明国

家をこの国につくり上げる必要がある。そのため

の鍵となるのは洋学、なかんずく英学だ。それを

今以上に盛んにするために、アメリカに行きがて

ら、大量の英書購入を画策していたのである。

　大金を算段して持参し、果たしてそのとおり実

行したところ、アメリカ版の洋書の量が増え、洋

書の相場を大きく狂わせた。それどころか、役人

という身分で渡航したにもかかわらず、公務そっ

ちのけで大量の書籍を購入するといった行動など

が問題視され、帰国後、幕府から訴えられ、福沢

は謹慎を命じられてしまったのである。

森は官へ、福沢は民へ
対照的な 2 人のキャリア

　さて、森有礼と福沢諭吉、2 人を後世のわれわ

れが把握しているような社会リーダーにあらしめ

た前半期のキャリアを振り返ってきた。2 人とも

幕末に欧米に留学または遊学、その途上または直

後に明治維新が起こり、キャリアが大きく変化し

ていくところが共通している。

　森はそれから、政府高官としての道を歩む。す

なわち、帰国後に新政府に召し抱えられ、徴士外
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国官権判事となる。22 歳という年齢にしては分

不相応の身分であり待遇であった。以後、公議所

（形式的ではあったが、日本最初の議会）議長心

得、米国在勤の少弁務使（日本最初の外交官 !）、

清国駐在の特命全権公使、英国駐在の同じく特命

全権公使を歴任する。

　福沢は維新前は幕府にも薩長側にもつかず、い

わば傍観者の立場にあった。先の謹慎が解け、日

を決めて登城はしていたものの、幕府上層部が役

目を与えようとすると、病気と称し断った。福沢

にとって幕府、薩長ともに攘夷を奉じるという点

では同じ穴の貉
むじな

であって、西洋文明とそれが生み

出した文物の価値を頭でも肌でも実感していた彼

にとって、どちらに与するわけにもいかなかった

のである。

　維新後も、福沢は官になることを拒否し、著述

と教育を通じた一般人の啓蒙活動に徹した。

　著述の最初の成果が『西洋事情』という書物で

ある。西洋の政治や経済、制度、風俗、文明を解

説した同書は 1866（慶應 2）年から 1870（明

治 3）年にかけて刊行され、べストセラーとなっ

た。1872（明治 5）年から 1876（明治 9）年に

かけて上梓された『学問のすすめ』は人間の平等

と独立自尊の大切さを説き、「天は人の上に人を

造らず人の下に人を造らず」という言葉とともに

有名になり、総発行部数 70 万部に達した。

　後者の教育ということでは、何といっても慶應

義塾である。築地に外国人居留地が設けられるた

め、立ち退きを命じられ、築地鉄砲洲にあった蘭

学塾を芝新銭座に移したのが 1868（慶應 4）年

4 月のことであり、年号の慶應にちなみ、塾の名

称が正式に慶應義塾と定まる。移転が終わって間

もなく、上野の山に立てこもった幕府軍に官軍の

総攻撃が行われた日、ドーンという砲声が教室に

響き渡りながらも、福沢は気にすることなく、ア

メリカ人のウェーランドが書いた経済書を原書講

読する、いつもの授業を続けた。世間がいくら混

乱しようが、慶應義塾は一日も休まず、洋学を君

たちに教え続ける。わが塾ある限り、日本は世界

の文明国であると、塾生たちを鼓舞した話は有名

である。

　慶應義塾の評判は年々高まり、塾生の数は鰻上

りに増えた。さすがに校地が手狭になって、芝新

銭座から三田に移転、現在の基盤を確立したのは

1871（明治 4）年 3 月のことであった。

　福沢はその自伝の中で、こう述べている。東洋

の儒教主義と西洋の文明主義を比較すると、東洋

には有形において数理学、無形において独立心の

2 つが欠如している。だからその 2 つを教え込む

学校をつくろうと。

　数理学とは数学・物理学であるが、1870（明

治 3）年に出された『慶應義塾学校之説』によると、

塾生が学ぶべき洋学の順序は、地理書、数学、窮

理学（西洋物理学）、歴史、修心学、経済学、法

律書だとある。確かに数理学が重視されているこ

とがわかる。

　これが慶應義塾のミッション（使命）だとする

と、ビジョン（目的）も明文化されている。以下

のように福沢は『慶應義塾の目的』という書を残

している。

　慶應義塾は単に一所の学塾として自から甘んずる

を得ず。其の目的は我日本国中に於ける気品の泉源、

智徳の模範たらんことを期し、之を実際にしては居

家、処世、立国の本旨を明にして之を口に言ふのみ

にあらず、躬行実践、以て全社会の先導者たらんこ

とを欲するものなり

学者像をめぐる 2 人の意見の相違

　福沢と森には実は接点があった。その接点とは

明六社であった。米国弁務使を自ら辞して帰国し

た森が欧米式の学会を日本でもつくろうとして発

案した、日本最初の啓蒙結社である。1873 年、

すなわち明治 6 年につくられたので、明六社と

名付けられた。

　森の誘いに応じた当代随一の知識人の一人に福
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Mori
沢がいた。以来、毎月 1 日と 16 日の 2 回、築地

の西洋料理店、精養軒にて会合がもたれることと

なる。

　それで親しくなったか、1875（明治 8）年 2

月 6 日に行われた森の結婚式では福沢が証人を

つとめた。森は当時 29 歳、福沢 41 歳であった。

当時としては実に斬新な洋風結婚式であった。新

郎新婦は 2 人とも洋装である。あらかじめ、森

と妻である広瀬常の合意で作成された婚姻契約書

が読み上げられ、両者および証人たる福沢がそれ

ぞれ署名して式が終わり、後は別室で立食による

歓談という流れであった。その場には親族、友人

のみならず、新聞記者も多数呼ばれていた。

　森は、男女は平等、夫婦は対等であり、結婚も

契約の一種だというアメリカ流を日本で再現し、

広めたかったのだ。森は後に、日本語廃止論まで

唱えるほどの欧化主義者であったが、その主張は

過激すぎて当時の日本社会は受け入れるどころで

はなかった。

　『明六雑誌』という機関誌も発行された。その

第 2 号に「学者職分論の評」と題した森の原稿

が掲載されている。「学者職分論」とはその年の

1 月に出た福沢の著『学問のすすめ』に掲載され

ていた「学者の職分を論ず」を意味し、森の原稿

はそれに対する批判となっている。すなわち、福

沢が人民と政府、民と官を厳然と区別し、学者は

政府とは別の立場で国家のための事業を行うべき

だと論じたことに反論、国民という意味では官僚

も民に他ならず、二分論は意味がないと主張。福

沢の論どおりにすると、学ぶ意欲のない中途半端

な人材のみが政府に居座ることになると述べてい

る。国家のために粉骨砕身、努力する学者も必要

だ、という立場だ。

政策その1

―帝国大学令の発布

　この主張が形になったと思われるのが、後に森

が伊藤博文内閣における初代文部大臣に就任後に

発した「帝国大学令」である。1886（明治 19）

年3月2日のことである。これによって、既にあっ

た東京大学が帝国大学となり、日本の最高学府と

しての地位を占めることになった。

　東京大学はもともと幕府の学問機関であった蕃

書調所と、同じく幕府の医学所であった種痘所と

いう 2 つの機関が名称と体制を変えた学校を、1

つに統合したものである。蕃書調所は洋書調所、

開成所、開成学校、大学南校、開成学校、東京開

成学校などと名称を変え、一方の種痘所の名称お

よび組織も医学所、医学校兼病院、大学東校、東

京医学校などと変わり、その 2つが統合され、東

京大学が設立されたのが 1877（明治 10）年 4

月のことであった。先の帝国大学令により、従来

の東京大学は法科、医科、工科、文科、理科、農

科という 6 つの分科大学で構成される総合大学

となったのである（1897 年には東京帝国大学と

改称）。

　帝国大学令の第一条は、帝国大学の目的をこう

記す。

　帝国大学ハ国家ノ須要ニ応スル学術技芸ヲ教授シ

及其蘊
うん

奥
おう

ヲ攻究スルヲ以テ目的トス

　ここに、帝国大学は国家が必要とするところの

学問や技術を教え、その極意を極めるための場で

あると言明したのである。

　この理念は、後の東京帝国大学を含む帝国大学

は、社会のリーダーの中でも官僚育成に力を入れ

るということに帰着した。

　それはまずこんなところに表れた。すなわち、

1887（明治 20）年に試験を通じた官僚登用制度

が創設されたのだが、帝国大学を卒業した学生は

この試験を受験せずとも官僚になることが可能と
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なっていた。6 つの分科大学のうち、最も定員が

多かったのが法科大学校であり、その卒業生の多

くが官僚となっていった。しかも、6 分科大学の

うち、法科大学が最も権威があった。なぜかとい

えば、その学長は他の 5 分科大学と違い帝国大

学の総長が兼任する仕組みになっていたからだ。

こんなところに、初期の東大の社会的意味が表れ

ている。

　1889（明治 22）年 7 月には時の首相、黒田清

隆の名前で、法科大学卒業生の成績を官僚になっ

た際の最初の給料に直結させるべし、という内訓

が出された。具体的には、点数 85 点以上が年俸

600 円、80 点以上が 550 円、79 点以下が 500 円、

70点以下が450円とある。ジャーナリストであっ

た徳富蘇峰は、この内訓を大学がその本質を忘れ、

ただの官吏養成所になってしまう、として痛烈に

批判した。

政策その 2

―学歴進路の整備と教員の教育

　森は先の帝国大学令とともに、中学校令、小学

校令、師範学校令も発布した。明治以後の日本の

教育制度の最初の枠組みをつくったのが森であっ

た。

　中学校令においては、中学校を尋常中学校と高

等中学校に分け、前者を府または県立の 5 年制に、

後者を官立の 2 年制とした（1894 年に出された

「高等学校令」により、高等中学校は 3 年制の高

等学校となる）。

　小学校令では小学校の時期を 8 年間とし、最

初の 4 年間を尋常小学校として義務教育化、次

の 4 年間を希望者のみの高等小学校とした。ど

ちらも授業料を必要とした。国民全員に最低限の

教育を提供するのが小学校令の目的であったた

め、森はこの 2 つとは別個に無償の簡易科なる

小学校を設け、貧しい家庭の子弟でも学校に通え

るようにした。

　こうして森は、尋常小学校→高等小学校→尋常

中学校→高等中学校→帝国大学という学歴進路を

整備、定着せしめようとしたのである。

　そうやって学校の “ 器 ” だけを整えても、肝心

の教員の質が悪かったら、教育の成果は上がらな

い。そこで、森は師範学校制度の構築にも意を尽

くした。師範教育で重視されたのは、「順良、信

愛、威重」であり、これが指導精神となった。森

は、教員は「教育の僧侶たれ」と説いた。教員を

公務員の一職業ではなく、「聖職者」とみなした

のである。

　師範学校令によれば、文部省直轄の高等師範学

校を東京に設立し、各地の師範学校教員の養成機

関とするとともに、府または県立の尋常師範学校

を設け、その卒業生は小学校の教員になった。こ

の尋常師範学校の学費は無料であった。その代わ

りに卒業後は必ず教員にならなければならなかっ

た。結果、家は貧しいが勉強好きで優秀な少年が

多数教員の道に入った。戦前の日本の学校教員は

優秀だった。それは森が整備したこの制度のおか

げともいえる。

政策その 3

―自由な経済競争と
　近代的商業人の育成

　もうひとつ、新たな社会リーダー輩出のために

森が先鞭をつけた仕組みがある。1873（明治 6）

年、つまり明六社誕生と同じ年の 10 月、森が東

京府に開設を願い出た「商法講習所」がそれであ

る。森はアメリカ駐在時に商業教育の必要性を痛

感、これからの日本には自由な経済競争とその主

人公たる近代的な商業人の育成が不可欠だと考え

るに至った。 

　東京府知事の大久保一翁、東京商法会議所会頭

の渋沢栄一の尽力でようやく認可が下り、1875

（明治 8）年 9 月 24 日にようやく開校した。専

用の校舎がなかったため、銀座尾張町の鯛味噌屋
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Mori & 

　Fukuzawa

の 2 階が仮の教室だった。生徒数は 30 名足らず

だったが、日本で最初の実業学校の誕生である。

これが後に東京商業学校、そして東京商科大学、

さらに一橋大学となった。その一橋大学が事実上

の校
こう

是
ぜ

として掲げるのが、19 世紀イギリスの思

想家にして歴史家、トーマス・カーライルの著作

『過去と現在』から採られた「キャプテンズ・オブ・

インダストリー（Captains of Industry）」、国際

的に通用する産業界のリーダーたり得る人材の育

成である。一橋大学が創設当初より掲げている使

命の源流は、森の手によって生まれているのだ。

　

森による上からの教化は挫折
それを補ったのが福沢か

　森は 1889（明治 22）年 2 月 11 日、大日本帝

国憲法発布の当日朝、官邸において、西野なる一

国粋主義者によって腹部を刺され、その傷がもと

で翌日死去する。享年 42 であった。その前々年

の 1887（明治 20）年 11 月、森が伊勢神宮を参

拝した際、土足のままで昇殿した、御帳をステッ

キであげて中を覗いたという根も葉もないデマが

世間を賑わせており、西野がそれを盲信したうえ

での凶行であった。

　この凶行後、森に対する同情よりも、西野に対

するそれのほうが強く、マスコミの中心たる諸新

聞は「天下の志士」として西野を遇し、それがた

めに谷中に設けられた彼の墓には弔問者が絶えな

かった。真の意味で自立した近代的な国民を育て

ようとした森の志は、東洋初の憲法発布日という

皮肉な日を境に、潰
つい

えてしまったのである。上か

らの政策だけでは、その志を完遂することはでき

なかったのだ。

　福沢は自らの主宰する新聞『時事新報』に次の

ような弔辞を載せてその死を悼んだ。

　大臣は少年の時より西洋主義の教育を受け、近代

改進先達の一人と呼ばれ又自らも任じたる人物にし

て、平生の言行都
すべ

て文明の流儀なるは無論、これに

加ふるに天性剛毅率直の気に富み、敢て他を憚
はばか

らざ

るの風なれば、古流古主義の眼を以て之を見るとき

は、其言行、時としては不愉快なることもある可し。

（中略）今更言ふて甲斐なきことなれども此西野な

る者が偶然の縁を以て兼
かね

て森大臣の家に出入し、親

しく大臣の言を聞き又その挙動を目撃することを得

たらんには、僅
ふずか

に数週間の交際にても談笑の間に互

いに心事を解して、暗殺などの念を発せざるは無論、

假
た

令
と

へ既に其念あるも忽
たゆま

ち消散して自ら悔悟す可き

や万々疑ある可
べから

らず

　福沢のつくった慶應義塾はその翌年、大学部を

内部に設け、文学・理財・法律の三科で構成され

る日本で最初の私立総合大学となった。そして以

後、各界に多士済々を輩出していく。さらに福沢

は『学問のすすめ』をはじめとした著作を数多く

ものし、森とは対照的な下からの国民教化を着々

と成し遂げた。

　その福沢が脳出血を起こし、自邸で 67 歳の生

涯を終えたのは 20 世紀最初の年である 1901（明

治 34）年の 2 月 3 日で、凶行に倒れた森とは違い、

畳の上で生涯を閉じた。大観院独立自尊居士、こ

れが法名であった。　
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